
本講座では、岩見沢市の デジタル技術 を活用し 子育て支援策 の事例をはじめ、

地域が一体となって スマートシティ を実現する極意を学びます。

街の課題に 当事者意識 を持つ住民をどうやったら増やすことができるのか、

岩見沢や札幌で何が起きているのか、街の未来を明るくするヒントが得られます！

主 催 ： 公 益 財 団 法 人 日 本 生 産 性 本 部 ／ 事 務 局 ： 一 般 財 団 法 人 地 域 活 性 化 セ ン タ ー

北海道岩見沢市：岩見沢市コミュニティプラザ
北海道札幌市：北海道大学FMI国際拠点

会 場

現地参加：40名定 員 ・子育て支援施策
・DX施策
・産官学連携 に興味のある方

対 象

Zoom：定員なし

・・・・・

デジタル技術を活用した地域一体となって取り組むまちづくり

・・・・・

11/14 11/15火 水R5

※ZOOM配信は講義部分のみ

地方創生カレッジ事業とは…

地方創生の本格的な事業展開に必要な人材を育成・確保するため、実践的な知識をeラーニング
講座で提供するほか、必要に応じて実地研修も効果的に取り入れることで、知識やスキルを習得
できるようにする取組です。本事業は、国が平成27年12月に公表した「地方創生人材プラン」に
基づき実施しており、公益財団法人日本生産性本部が補助事業者として採択されています。



受講にあたって

〇R5.11/14(Tue) 13:00～16:40
岩見沢市コミュニティプラザ２F 多目的ホールA・B
（北海道岩見沢市有明町南1-20）

＜個人情報の取扱いについて＞
公益財団法人 日本生産性本部では、皆様の個人情報を以下のように取り扱います。以下の内容をご確認いただき、同意の上、本プログラムへお申込みくださるようお願い申し上げます。
なお、同意いただけない場合は、適切なサービスを受けられない場合がございます。同意いただいた後でも個別に不同意の表明をすることが可能です。
１．利用目的：

①『地方創生カレッジin岩見沢・札幌』の実施に関わる資料等の作成、プログラム開催当日や講演者・事務局打ち合わせでの利用。
②当本部が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内、および顧客分析・市場調査のための利用。
①②以外の目的で個人情報を利用する場合、ご本人に個別に理由を説明し、同意を得た上で行うものといたします。

２．法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に提供することはありません。但し、本プログラムを担当する講演者等に、名簿等を確認いただく場合があります。
３．本プログラムの運営にあたり、業務の一部を外部に委託する場合があります。委託先に対しては、参加者へのサービスに必要な個人情報だけを委託します。

（公財）日本生産性本部の選定基準に基づき委託先を選定し、契約により個人情報の保護を徹底するとともに、委託先に対して適切な管理・監督を行います。
４．本プログラムでは撮影を行う場合があります。得られた情報や撮影した画像は、本部の広報宣伝活動に使用する場合があります。
５．個人情報について、ご本人による開示請求・訂正・削除・利用停止等を求めることが可能です。

【連絡先】までご連絡ください。【連絡先】地方創生カレッジ事務局（℡ 03-3511-4013）
６．個人情報保護管理者：（公財）日本生産性本部 総務部⾧

TEL 03-5202-6134 / FAX 03-5202-0755 / E-mail seminar@jcrd.jp
※メール申込の場合、件名を「地方創生カレッジin岩見沢・札幌 受講申込」とし、
地域活性化センターセミナー統括課あてにご連絡ください。

※当センターHP（https://www.jcrd.jp/）からもお申込みできます。詳しくは、
右に記載のQRコードをご覧ください。

北海学園大学経済学部を卒業後、平成2年に岩見沢
市役所に入庁。⾧らく岩見沢市の情報政策部門に携わ
り、平成30年より総務省地域情報化アドバイザー、令
和３年度より農林水産省農業農村情報通信環境整備推
進体制準備会委員、令和４年度より国立大学法人北海
道大学産学・地域協働推進機構客員教授を歴任。令和
３年４月より現職。

●開講式
●講義Ⅰ 「岩見沢市における子育て支援」

①産官学連携の取組
②岩見沢市の子育てサポート施策
③大学と地域の連携

●施設見学（健康ひろば、遊びの広場）

●講義Ⅱ 「産官学連携による子育て・少子化対策」
①共創の場形成プロジェクト
②事例紹介

⑴若者コホート研究（ファクト）
⑵健康ものさしについて（エビデンス）
⑶異世代育成プラットフォーム（EBPM）
⑷子育て支援へのデジタル技術活用（デジタル）

●個人・グループワーク
●発表・講師講評・閉講式

黄瀬 信之 氏
（北海道岩見沢市情報政策部 部⾧）

〇R5.11/15(Wed) 9:30～15:00
北海道大学FMI国際拠点
（北海道札幌市北区北21条西11丁目）

プログラム 主任講師

お申込み・お問合せ

地方創生カレッジin岩見沢・札幌(以下、スクーリング)は、
対象講座をより深く理解し、実際の活動に活かすために行っ
ています。

このため、ご参加される際は右記eラーニング講座を事前に
受講（無料）されることを推奨しています。

なお、今回のスクーリングはeラーニング講座No.196
「地域DXによる子育てに優しいまちづくり」の内容を実際の
活動に活かし、「デジタル技術を活用した地域一体となって
取り組むまちづくり」を図ることを目的としています。

●スクーリング対象講座
No.196「地域DXによる子育てに優しいまちづくり」

（黄瀬 信之 氏）
No.169「デジタルが社会・経済・産業・地方を変える」

（森川 博之 氏）
No.188「地域課題解決のためのデータ利活用」

（市川 博之 氏）

●地方創生カレッジの受講方法
パソコン・タブレット・スマートフォンで受講できます。
https://chihousousei-college.jp/howtolearn.html

◆事前学習について

事業の一環として、講義内容や受講の様子を動画収録・編集し、eラーニング講座化する場合がございます。
予めご了承下さい。

◆講座の録画について

本講座の受講料は無料です。※移動交通費・宿泊費は参加者の負担となります。

◆受講料について

インターネット
申込みはこちら

・榎本 尚司氏（岩見沢市健康づくり推進課）
・森田 憲輝氏（北海道教育大学岩見沢校教授）
・吉野 正則氏（北海道大学社会・地域創発本部⾧）
・玉腰 暁子氏（北海道大学大学院医学研究院教授）
・中村 公則氏（北海道大学大学院先端生命科学研究院教授）
・竹本 享史氏（㈱日立製作所研究開発グループ日立北大ラボラボ⾧代行）

・宮寺 伸明氏（北海道大学産学連携研究員、㈱ORSO執行役員）

-特別講師-


